
 

まだまだ日本の医療現場に欠けているのがホスピタリティー。医療用具にも使い勝手を極めるだけでなく、

使う人がホッとできるようなモノ作りが必要だと考えています。 

第1弾、Interventional Radiology（IVR）での被ばくを測定するためのシステムを開発し、2007年グッドデザ

イン賞を受賞しました。 

 

 

さらに第 2 弾として不要な X線を上手に遮蔽する装置を開発中です。いずれも安心・安全な放射

線医療の提供を目指しております。 

 

 

モノ作りは単に製品を世に送り出すだけでは終わりません。オリジナルな測定装置を作ることができれば、

当然そこから得られる結果もオリジナル、世界に同じものは 2つと存在しません。皆さんも一緒にオリジ

ナルな研究を目指しませんか。 
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